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超対称性の破れの伝達機構の１つに直接ゲージ伝達機構がある。この機構は、超対称性を破るセ
クターのフレーバー対称性の 1部をゲージ化して標準模型のゲージ群とみなし、標準模型のゲー
ジ相互作用で超対称性の破れを伝達するものである。この機構の利点は、(超対称)フレーバー問
題がないこと、calculableであること、伝達機構としてのシンプルさ等である。
しかし、この機構は一般に次の２つの問題を抱えている。１つはQCD結合定数のランダウポー

ル問題であり、もう１つはゲージーノ質量抑制問題である。前者については、Intriligator-Seiberg-
Shih(ISS)らによって提唱される模型以前は、超対称性が破れる模型はフレーバー対称性がゲージ
対称性に比べて小さい傾向があり、超対称性の破れを伝えるメッセンジャー場の数が多くなるこ
とが原因であった。ところが準安定真空で超対称性の破れを起こす ISS模型では、フレーバー数
が多い超対称QCD模型であり、この問題を解決する可能性を与えた。後者については、メッセン
ジャー場の質量行列が特殊な形をとるためにゲージーノ質量が超対称性の破れの leadingで生成さ
れないことが原因である。これについては、Komargodski-Shihらによって ISS模型の準安定真空
よりもさらに高いエネルギーの真空で超対称性を破ることができればこの問題を回避できること
が示された。
このような状況を踏まえて、Giveon-Katz-Komargodski(GKK)らは ISS模型においてポテン

シャル平坦方向のランクを最大数から緩め、クォーク質量を２パラメタにすることでゲージーノ
質量抑制問題のない模型を構築した。しかし、ゲージーノ質量を生成するためにモジュライ場を
固定し R対称性を破るのに不自然なパラメタの微調整が避けられないことや QCD結合定数のラ
ンダウ問題が解決できないことなどの不満足な点が残った。
そこで私は、GKK模型を重力に結合するだけで上記の問題をすべて解決することに成功した。

定数超ポテンシャルを加えることで、宇宙項の相殺、モジュライ場の固定、R対称性の破れを実現
することが最大の特徴である。GKK模型におけるモジュライ場の固定の際のパラメタ微調整は宇
宙項相殺の微調整に帰着し、ランダウポール問題はメッセンジャー場の多くがストリングスケー
ルぐらいの質量を得てデカップルすることで回避され、ゲージ結合定数の摂動的大統一も軽く残っ
たメッセンジャー場の質量を調節することで実現できることを示した。超対称粒子スペクトルは
通常のゲージ伝達機構と基本的に同様であるが、一番軽い超対称粒子がグラヴィティーノではな
く重力伝達機構の場合と同様のニュートラリーノになることである。
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